
　経営層や管理職である皆さまは、社長や役員から一度は“経営視点を持ってマネジメントや部下育成をしてもらいたい”と言われたことがあ
るのではないでしょうか？ 実際、どんな職種においても、職位が上がっていくとともに「経営者」目線や感覚に加え、「大局観を持つ」重要性も増
していくのは必然といえます。
　では実際、＜経営者感覚＞をしっかりと養っていくために、何を ・ どうするのが良いのでしょうか？　それは、マネジメントの祖と言われる「P.
ドラッカーからの５つの問い」に対し、自分自身のリソース（これまでに得た「人間力×ビジネススキル×人脈」などの目標を達成するために役
立つ自分自身の強み）を総動員させてトコトン考動し、日々経営視点を磨いておくことが現実的かつ有効な近道になります。




